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＜参考＞ 

1. 国際勧告等との関係 

本標準は、国際電気通信連合電気通信標準化部門（ITU-T）SG16 会合において勧告化された下記[1][2]の

ITU-T勧告に準拠している。 

[1] H.262 (02/12) - Information Technorogy - Generic Coding of Moving Picture and Associated Audio 

Information : Video 

[2] H.262(2012) Amd.1 (03/13) -  

 

2. 上記国際勧告等に対する追加項目等 

なし。 

 

3. 改定の履歴 

 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 平成 7年 11月 28日 制 定 

第１.１版 平成 8年 2月 6日 その他追加 

第２版 平成 9年 4月 23日 4:2:2 プロファイル追加、コピーライト登録手続きの追加、本

文追加修正 

第３版 平成 10年 11月 26日 Multi-viewプロファイル、ITU-T拡張子の追加 

第４版 平成 11年 11月 25日 4:2:2プロファイルに、Highレベルの追加 

第５版 平成 12年 11月 30日 High レベルの解像度上限変更 

第６版 平成 13年 11月 27日 コンテントディスクリプションデータの追加 

第７版 平成 22年 8月 30日 訂正、色空間サポートの追加、新レベルの追加 

第８版 平成 27年 2月 19日 改定（簡略標準）ステレオスコープ 3Dコンテンツのためのフ

レームパッキング配置シグナリングの追加 

 

4. 工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、TTC ホームページで御覧にな

れます。 

 

5. その他 

(１) 本出版は、具体的な規定内容は含んでいない。規定はすべて準拠元である ITU-T勧告によっている。

具体的な規定内容は ITU-T勧告を参照する必要がある。 

※本標準の第７版までは自己完結していたが、迅速な標準化のため、第 8版よりこの形式に改めた。 

(２) 参考のため、本標準の第７版までと同様の形式の全文和訳が、TTC 技術レポートとして別途提供さ

れている。その現在の最新版は TR-1056 第 1 版であり、その内容は ITU-T 勧告 H.262(2000)改正 4 

(02/2012)に対応する。 

 

6. 標準作成部門 

メディア符号化専門委員会 



 

 － 5 － ＪＴ－Ｈ２６２ 

1. 標準の概要 

 本標準はテレビ電話・テレビ会議などのオーディオビジュアルシステムに必要な映像符号化方式について規

定しており、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６２に準拠している。本標準は、また通信・放送・蓄積の応用を目的とし

た汎用映像符号化方式であり、ＩＳＯの国際規格であるＩＳＯ／ＩＥＣ １３８１８－２と共通の規格である。 

 ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８１８－２に、4:2:2プロファイルとコピーライト登録手続きの追加の改定が、加速手

続きによる郵便投票により１９９６年１１月に承認された。これに準拠してＪＴ－Ｈ２６２の改定を行った。

(第２版) 

 ＩＴＵ－ＴとＩＳＯ／ＩＥＣでの協議により、修正案３（ステレオ画像などのための“Ｍｕｌｔｉ－ｖｉｅ

ｗプロファイル”と呼ばれる新しいプロファイルの定義）、修正案４（ＩＴＵ－Ｔのアプリケーションのた

めの拡張子符号の割り当て）が承認され、１９９８年１月／２月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合でこれらの修正

案が決定された。これに準拠してＪＴ－Ｈ２６２の改定を行なった。(第 3版) 

 ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１ ＳＣ２９/ＷＧ１において、修正案５（４：２：２プロファイルにＨｉｇｈレベル

を追加するための定義）が承認され、１９９９年２月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合でこの修正が決定された。こ

れに準拠してＪＴ－Ｈ２６２の改定を行なった。(第４版) 

 ２０００年２月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合で、修正案６（Ｈｉｇｈレベルの解像度上限変更）が承認され、

ＪＴ－Ｈ２６２の改定を行なった。なお修正案６では記載されていないが、ITU-T との確認のもとに以下の付

表の最大解像度(Ｖ)を「1152」→「1088」に変更を行った。付表Ｅ－２４，Ｅ－２５，Ｅ－２８～Ｅ－３１，

Ｅ３７～Ｅ４６，Ｅ－４９，Ｅ－５０ （第５版） 

 ２０００年ＩＴＵ－Ｔは、これまでの修正文書による部分改定ではなく、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６２第 2版

（ITU-T H.262 | ISO/IEC13818-2:2000）として、全文改定を行った。なお、ＴＴＣでは修正毎に全文改定を行っ

てきたため、ＩＴＵ－Ｔの版番と異なっている。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６２第５版と、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２

６２第２版が同一内容である。 

 ２０００年１１月にＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合において、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６２第２版修正案１（コン

テントディスクリプションデータの追加）及びテクニカル訂正案１が承認され、これによりＪＴ－Ｈ２６２の

改定を行った。（第６版） 

 ２００６年５月にＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合において、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６２第２版テクニカル訂正案

２が承認された。２００７年１月にＩＴＵ－Ｔ ＳG１６会合において、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６２第２版修

正案２（色空間のサポート）が承認された。２００９年３月にＩＴＵ－Ｔ ＳG１６会合において、ＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｈ．２６２第２版修正案３（新レベル 1080@50p/60p）が承認された。これらの更新（３件）をまとめて

ＪＴ－Ｈ２６２の改定を行った。（第７版） 

 ２０１２年２月にＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合において、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６２第２版修正案４（ステレ

オスコープ 3D コンテンツのためのフレームパッキング配置シグナリングの追加）が承認された。この ITU-T 

Rec. H.262(2000) Amd.4 (02/2012)[ Ed.2.6版]は未発行文書としてのみ入手可能であったが、それは正式発行以前

に ITU-T Rec. H.262(02/2012)[ Ed.3版]により置換されたためである。 

２０１３年３月にＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合において、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６２第３版修正案１（サイド

バイサイドフレームパッキング配置に千鳥格子状サンプリング (quincunx sampling)のサポート追加）が承認

された。また、ITU-T Rec. H.262(2012) Amd.1 (03/2013)[ Ed.3.1 版]は分離して発行されなかった。２０１３年

９月に発行された ITU-T Rec. H.262(02/2012)[ Ed.3版]に盛り込まれたためである。また2000年版の ITU-T Rec. 

H.262(2000) Amd.4 (02/2012)[ Ed.2.6版]から 2012年版の ITU-T Rec. H.262(02/2012)[ Ed.3版]に改版された際に

Annexの章立て構成の組み換え、並びに種々の訂正と明確化を含んで刷新された。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６２第８版は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６２第３版とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６２第３

版修正案１との改定に対応する簡略標準である。（第８版） 
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2. 本標準で規定する内容 

本標準で規定する内容は下記 ITU-T勧告による。 

 [1] H.262 (02/12) - Information Technorogy - Generic Coding of Moving Picture and Associated Audio 

Information : Video 

[2] H.262(2012) Amd.1 (03/13) -  

 

 


